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1．プレナス会社概要
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【事業の沿革】

1980年 九州で弁当事業に参入
1989年 500店舗展開達成、定食事業参入
1999年 弁当事業 東日本に展開
2002年 1000店舗展開達成

定食事業100店舗展開達成
2004年 2000店舗展開達成
～

2020年 グループ約3200店舗を展開

【第59期（2019年2月期）連結業績サマリー】



日本有数の米どころから、年間4万㌧の玄米を調達
2

2．米との関わり
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北海道

埼 玉
大 阪福 岡

【米に関する事業の沿革】
1999年 福岡県朝倉市に自社精米工場設立
2010年 埼玉県杉戸町に自社精米工場を設立
2013年 金芽米を導入

全国4か所の精米工場から
精米したてを店舗へ

２．米との関わり
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日本の米文化の転換点
事業を通してだけでなく、文化としても米の魅力を国内外に伝えていく

3. 米文化継承事業
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細川護熙作『棚田の四季』

作者 細川護熙氏
1938年、東京生まれ。朝日新聞記者を経て、衆参議
員、熊本県知事、日本新党代表、内閣総理大臣を歴
任。政界引退後、芸術活動を始める。現在は作陶の
ほか、書、水墨、油絵、漆芸、襖絵制作も手がける。

米文化継承事業のシンボル
日本の原風景と棚田の春夏秋冬を
和紙に墨と鉛筆で描いた作品
・制作期間三年（2017年4月完成）
・プレナス東京本社7階に設置

3. 米文化継承事業



3. 米文化継承事業
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HPコンテンツの充実 Facebookでの情報発信
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各産地から届いた玄米をフレコン毎に品質チェックしております

4. 玄米～ごはんの品質について

【検査項目】
・整粒比率 ・被害粒 ・異物混入率 ・水分値 ・味度
・搗精度 ・黄色度 ・白度 ・残芽率 ・水浸割粒

・炊飯後の食味調査（外観・香り・粒感・口当たり・味・総合）

基本的にやよい軒では2銘柄、ほっともっとでは冷めても美味しいという
観点から経時劣化に強いお米を含む3銘柄をブレンドしております。
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こだわりの米をおいしいごはんに仕上げるのは店舗の役割
炊飯マニュアルを徹底し、ガス釜で炊いたごはんを提供

4. 玄米～ごはんの品質について

【店舗マニュアル】
・お米の漬け込み時間 ・炊飯時の水分量 ・蒸らし時間

・ほぐし（撹拌） ・保管温度 ・盛り付け 等
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まとめ


